
 

    

 

 

 

 

 

 

    

生活支援 先進地から学ぶ 
11月 29日に橋本市保健福祉センターで大阪府和泉市鶴山台 

北校区高齢者サポートセンター代表を講師にお招きして生活支 

援先進地の取り組みを学びました。 

 

◆和泉市鶴山台北校区での取り組み 

➀生活支援事業を進める拠点の確立 

  名 称   鶴山台北校区高齢者サポートセンター 

  事務所   センター会長自宅で固定電話の新設 

  運 営   会長が受付し依頼内容を検討しボランテイア適任者に依頼 

対象者   60歳以上で介護認定を受けていない人もしくは受けていても 

介護保険適用外の支援を必要とする人 

②支援活動の内容を明確にし.地区民への告知 

   依頼の内容  日曜大工.・草刈り剪定・ごみ搬出・付き添い・家具の移動・代筆など   

   告知・ＰＲ  チラシの全戸配布・各町会掲示板・口こみなど 

③利用料（謝礼）の設定 

   「お互い様だから無料でいいよ」という意見もありますが、少額でも有料の方が 

続けて頼みやすいとの意見が多く次の通り設定 

   30分以内は 500円（内.センターへ 100円） 

   60分以内は 800円（内.センターへ 200円） 

 

以上、和泉市の支援活動を参考に私たちの学文路地区「絆💛学文路 第 2層協議体」でも次の令和 3年度の 

取り組みを進めていきたいと強く思います。        生活支援コーディネーター 吉岡 利洋 

 

  ☆☆☆ ちょっと一息☆☆☆   ＮＯ3  

   【学びの一端】前回：社会保障のニーズが増大するとともに、自助と社会保障を核とする国民の 

生活水準の維持が困難になってきています。 

          

         他方、「個」として目覚めた国民は、次第に物質的な豊かさよりも「心の豊かさ」を 

          求めるようになり、「尊厳の保持」「精神的自立」「自己有用感」「生きがい」などは、 

          今や幸せに暮らすために不可欠の要素となっています。 

                              ・・・次号に続きます・・・ 

  

 絆♥学文路だより 
発行 絆❤学文路・第 2 層協議体  

令和 3 年 3 月 
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新型コロナウイルス感染予防の 
 

 

 

 

 

 

 

 

                  

       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絆♥学文路（第 2層協議体）メンバー 

（学文路） 神谷重廣、守田眞佐美 

（南馬場） 萱野雅文、西岡宗治、木村 幹 

（西畑）  栗林 執、前阪和夫 

（清水）  山口昌男、吉岡利洋、横谷宣子 

（賢堂）  石井俊彦、東 美樹 

（向副）  中谷 勉、西 弘員、井上茂子 

（横座）  桑原重美 

（ビレッジハウス学文路） 村田直樹、岩田静恵 

・下線は、生活支援コーディネーター。 

・生活支援コーディネーター事務局 

リーダー………西 弘員 090-4565-5530 

サブリーダー…西岡宗治 090-1957-2034 

事務局…………東 美樹 
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◎手助け活動に協力してくれる方 

     大募集 

絆❤学文路では地域の皆さんの 

「助ける力」をお借りし 

互いに助け合うことを目指します。 

助け・助けられる、 

支え・支えられる関係づくり! 

個人の方、サークルの方々で 

ご協力いただける方は左記の 

第 2層協議体までご連絡下さい 

 


